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地域防災の担い手となる女性防災リーダー養成講座。3 回以上出席で修了証を 
お渡しします。3 年間で 45 名の修了生を目指します。 
 

「桜梅桃李」という言葉が好き! 

それぞれ可憐に咲き使命を果たしながら人々の心

を和ませてくれる花・花・花。 

一人ひとりが今、居る場所で自分らしく生き、自分らしく

「きらきら」と輝いていける２１世紀でありたい…。 

「彼らが本気で編むときは、」 
（三重県内男女共同参画連携映画祭 2020） 

8/22(土)13:30～16:45  あやま文化センター／260 名 
 
映画でみつけよう！男女が共に生きるヒント！ 

 

女性防災リーダー養成連続講座
（４回連続講座） 
 

おとこの料理教室  

10/３(土)・1/21（土）10:00～13:00 
ハイトピア伊賀調理室／男性 15 名 

 
初心者向けに簡単な調理を実習します。みんなでチャレンジしてみよう！ 

女性のためのエンパワメント講座  

9/15(火)19:00～21:00 ハイトピア伊賀／女性 20 名 
 

テーマ:思いを形にする交渉術 自分の思いを実現するための交渉の手法について、
ワークショップを通して学びましょう。 

男女一緒に気づいて広がる発見講座 ベトナム編  

1２/1７（木）14:00～16:00 ハイトピア伊賀／40 名 
 
海外の様子を知ることは、新たな気づきや発見につながります。男女ともに
生き方を見直すきっかけになる講座です。 

※情勢により事業内容が変更になる場合がありますのでご了承下さい。 

8/7(金)・10/9（金）・12/4（金）・2/５（金）
いずれも19:00～ ハイトピア伊賀／女性15名 
 



3 年間で 47名の修了生が誕生しました！ 

今後、「みんなを活かし隊」として、活躍していただける
ことを期待しています。 

  

 

   

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彼女が生きてきた壮絶な 16 年間をみてほしい 

・うちの嫁は児童虐待サバイバー    フリーダム嫁の旦那/フリーダム嫁 著 

 

・いのちの女たちへ とり乱しウーマン・リブ論       田中 美津 著 

 

・この星は、私の星じゃない            田中 美津 著 

 

・自分の考えが広がった。 
・世間の動きがよく分かった。 
・考える機会を得ることができて良かった。 
・“魚をさばいてもらおう♪”と嬉しそうに言われた。 
・講座受講後、毎週日曜日は料理をしている。 
・また作ってほしいと言ってくれた。 

・おひとりさまを生きる 
  あなたは老後をどのように暮らしますか  

娘も息子もおりますけれども 
ひとりで生きて ひとりで老いて 
ひとりで病んで ひとりで死ねる 
そういう人生でありたいと思っています 



伊賀市商工会 女性部 

５つの商工会が伊賀市商工会として合併してから第１６回の総会を迎えることになりました。 

合併後は活動範囲が広くなり、各支部でもそれぞれの事業に取り組んでいただいております。 

商工会女性部では、毎年春と秋の花いっぱい運動、新年向けの寄せ植え教室、初釜、親睦旅行を開催し

ています。津市商工会・津北商工会との広域連携事業として経営講習会も行い情報交換や交流を深めてい

ます。 

また、青年部と女性部合同で環境問題に取り組み、ペットボトルキャップを集めて世界の子供たちにポ

リオワクチンを届ける運動と、商工会地域の小学４年生の児童を対象にエコ標語を募集、イラストと一緒

に掲載した「環境啓発標語カレンダー」を作成し、配布させて頂いております。 

高齢化が進む今日、女性部員も減少傾向となり部員増強運動を進めていますが、困難な状況にあります。

今回は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、様々な業種の皆様が厳しい状況となっております。

皆で力を合わせていくしかありませんが、早く終息するよう願っております。 

 

   

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ジェンダーとは 
私たちには生まれついての「生物学的性別」とは別

に、“男はこうあるべき”、“女はこうあるべき”といっ

た社会通念や慣習があり、それにもとづいた役割や行

動、心理的な特性などに男女の違いが多くみられます。

こうした社会や文化によってつくられた男女の差異を

「ジェンダー（社会的性別）」といいます。 

今回、ジェンダーチェックの家庭・家族編を掲載し

ました。自分がどれだけジェンダーの思い込みがある

か、一度チェックしてみましょう。 

○ジェンダーチェック 
1.妻が外出すると､夫の機嫌が悪いのは仕方がない。 

2.「主人」「奥さん」という言葉に抵抗を感じない。 

3.父親が子どもの友だちの名前がわからないのは 

仕方がない。 

4.子どもの教育や家庭内の重要なことは、父親の意見

が優先されるべきである。 

5.女の子には優しくかわいらしく、男の子には強く 

たくましく育ってほしい。 

6.家事の手伝いをつい娘にさせてしまう。又は、男の

子が家事の手伝いをしなくても気にならない。 

7.子どもの担任との連絡は母親の役割であると思う。 

8.子どもが小さいうちは、母親が側にいるべきだ。 

9.台所は妻（女性）の城である。 

 

10.妻が仕事をするのはいいが、家事の手抜きをす

るのは好ましくない。 

 

みなさんは、「いいえ」はいくつありましたか。 

【０～４個】 

あなたは、良く⾔えば古⾵で伝統的な家庭を築いて

いるようです。でも、性別役割の固定された家庭で、

本当にひとりひとりが「⾃分らしい」⽣き⽅をして

いますか︖ 男は仕事、⼥は家庭という古い常識を、

少し疑ってみましょう。 

【５～７個】 

家庭での男⼥の性差や役割分担について、まだ少し

こだわりがあるようですね。また、夫婦（男⼥）の

間に上下関係はないつもりでも、まだまだ夫中⼼、

男性優位になっていることが多いようです。性別に

対するこだわりを思い切って取り除き、⼀番⾝近な

ところから意識と⾏動を⾒直していきましょう。 

【８～１０個】 

性別にこだわらず、⾃分らしい⽣き⽅ができる⾃由

で⾃⽴した家族ですね。家族全員が協⼒し、尊重し

合いながら、男⼥平等な関係を築いていることでし

ょう。あなたのジェンダーにとらわれない考え⽅

を、周りの家族にも波及させて、快適な⽣活の場を

広げていきましょう。 

（男女共同参画係） 

 伊賀市男女共同参画ネットワーク会議 

（いきいきネット）会員紹介 


